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は じめ に

　筆 者 のFortuneの 寓 意研 究は,中 世 ・近 世 イ ギ リス文学 だ け で な く,中 世 フ ラ ンス文学,中

世 イ タ リア文 学,お よび ラテ ン文学 にま で及 ぶ。 これ ま でイ ギ リス文学 の翻 案 作 品 と翻訳 作 品

に着 目 し,Fortuneの 寓 意研 究 を進 め て きた。比 較研 究 はFortuneに 対 す る作者 の見解 を理 解

す る最 適 の方 法 と考 え てい た か らで あ る。具 体 的 に言 えば,轟(2002)に お いて,ポ ッカ ッチ

ョの 『名 士 列伝 』 と リ ドゲ イ トの 『王 侯 の没 落』 第6巻1に 描 写一され たFertuneの 寓 意 を比較

した。 リ ドゲイ トは表 現 を敷 衍す る 「描 写」 や 「脱 線」 の 技巧 を凝 ら して冗 漫 な文 章2を 書 く。

しか しなが ら,比 較 を とお して,彼 の冗漫 なFortune描 写 のな か に修道 士 と して の独 自の見方

が潜 ん でい るこ とが分 か った。さ らに,"goddese"と い う語 彙 には リ ドゲイ トの真 意 が潜 んで い

る こ と も見抜 く こ とが で きた。 轟(1986)に だ いて,ロ ー マ の哲 学者 ボエ テ ィ ウス(c.480-

524)の 『哲 学 の慰 め』3と エ リザベ ス女 王 の翻 訳作 品4に 描 写 されたFortuneの 寓 意 を比 較 し

た。ボ エ テ ィ ウスはFortuneに"prodigii"(<prodigiumの 属 格:monster)と い う語 を用 いて,

彼 女 を 「怪 物」と してい るが,エ リザ ベ ス女 王 はmonsterと い う語 を用 い てい な い。5Fortune

の 活 動 範 囲に お いて も"aream"(≧(areaの 対 格)に"Course"と い う語 を選 択 して制 限 して い る。6

　 この よ うに原 典 と翻 案 あ るい は翻 訳作 品 を比 較す る と興 味深 い事 実が 判 明 す る。 作者 の想 像

力 に よ ってFortuneの 寓 意 が新 た に形 成 されて い る事実 を知 る こ とがで き る。　Fortuneに 対 す

る作者 の 見解 を明確 に知 るこ とが で き る。

1.　 悶題の所在

　上記 に示 した ような理 由で,筆 者はFortuneの 寓意研究の観点か ら翻訳作品に関心を寄せて

いる。近世イギ リス文学作品を調査 している時,ラ テン文学で有名なセネカの悲劇集7が チュー

1リ ドゲ イ トの 『王 侯 の 没 落 』 は,ロ ラ ン ・ ド ・プ ル ミエ フ ェ の 翻 訳 作 品(中 世 フ ラ ン ス 語)を 拠 り所 と

して 書 か れ た ポ ッ カ ッ チ ョの ラ テ ン語 作 品 『名 士 列 伝 』 の 翻 案 で あ る 。

2例 え ば ,斎 藤 勇 『イ ギ リス 文 学 史(改 訂 増 補 第 五 版)』(研 究 社,1974年),p.58を 参 照 。
3Boethius ,ク}30孟 訂 θ昌De　 Consolatione　 Philosophiae(The　 Loeb　 Classical　 I.ibrary).
4C .　Pemberton(ed.),　 Queen　 Elizabeth's　 Englishings(Early　 English　 Text　 Society,　 O.S.113).

5同 掲 書,p.20:Iunderstand　 the　many　 shaped　 deceits　 of　her　wonder;_

6同 掲 書 ,p.21:thou　 must　 patiently　 beare　 what　 so　befalles　 in　fortunes　 Courte,_
7Seneca ,　T-ragedies　 l&II(The　 Loeb　 Classical　 Library).10作 品 は 以 下 の とお り。 『狂 え る ヘ ル ク レ ス ↓

『トロ イ ア の 女 た ち 』 『メ デ ア 』 『パ エ ドラ 』 『オ エ デ ィ プ ス 』 『ア ガ メ ム ノ ン』 『テ ユ エ ス テ ス 』 『オ エ タ 山

上 の ヘ ル ク レ ス 』 『フ ェ ニ キ ア の 女 た ち 』 『オ ク タ ウ ィ ア 』
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ダー 朝 期 に翻訳 され,1冊 に編 まれ た翻 訳 書Newton's　 Seneca　 8が あ るこ とを知 った。原 典 と

そ の翻 訳書 を比 較 してみ る と,後 者 に はFortuneの 存 在 がか な り意識 され てい る こ とが分 か っ

た。 い くっ か例 を挙 げて 説 明 しよ う。

(1)Quid　 tamen　 Iason　 potuit,　 alieni　 arbitri

　　 iurisque　 factus?　 debuit　 ferro　 obvium

　　 offerre　 pectus‐melius,　 a　melius,　 dolor

　　 furiose,　 loquere.　 si　potest,　 vivat　 meus,

　　 ut　fuit,　Iason;　 (Medea,137-41)9

　　 But　 how　 could　 Jason　 it　redresse,　 whom　 fortunes　 forward　 wyll

　　 Hath　 yeelde　 unto　 anothers　 hande,　 at　lust　 to　save　 or.spill?

　　 Orage　 of　rusty　 cancred　 minde,　 this　 sclaundrous　 talke　 amende,

　　 If　Fortunes　 grace　 will　 graunt　 it　thus,　 let　him　 unto　 his　 ende

　　 Lyve　 still　my　 Jason　 as　he　was　 (II.61)

(2)quas　 in　planum　 quaelibet　 hora

　　 tulit　 ex　alto.　 (Agamemnon,85-86)10

　　 Which　 ficle　Fortunes　 hand　 in　twinkling　 of　an　 eye,

　　 From　 high　 and　 proude　 degre　 drives　 downe　 in　dust　 to　lye.(II.104)

(3)Quo　 me　 trahitis　 quodve　 tyrannus

　　　aut　 exilium　 regina　 iubet,(Octa　 via,899-900)11

　　 Where　 pull　 you　 mee,　 poore　 wretch?alas,

　　 Into　 what　 banisht　 exiles　 place

　　 Woulde　 Nero　 have　 mee　 for　to　passe,

　　　Or　 Fortune　 bids,　 with　 frowning　 face.?　 (II.187)

　　(1)の 原 文 は 『メデ ア』で,イ ア ソンの こ とを心 配 して神 に祈願 す るメデ アの 台詞 の一 節 で あ

る。"si　potest"(可 能 な らば)と い う語 句 は,翻 訳 書 で"lf　 Fortunes　 grace　 will　graunt　 it　thus"

に 変 更 され て い る。 こ こでは 地上 を支 配 す るFortuneの 存 在 を信 じ,彼 女 の恵 み(grace)を

意 識 してい るこ とに な る。(2)の 原 文 は 『ア ガ メム ノ ン』で あ る。高 い地位 か ら転落 を もた らす

の は"hola"(=hour)で あ るが,翻 訳 書 で は気 ま ぐれ なFortuneの 手 に変 更 され て い る。(3)の

aSeneca　 His　 Tenne　 Tragedies　 Translated　 into　 English
,　ed.　 Thomas　 Newton,2vols.(New　 York:AMS

Press,　 Inc.,1967).『 狂 え る ヘ ル ク レ ス 』『テ ユ エ ス テ ス 』『 ト ロ イ ア の 女 た ち 』の3作 品 はJasper　 Heywood

に よ っ て,『 パ エ ド ラ 』 『メ デ ア 』 『ア ガ メ ム ノ ン 』 『オ エ タ 山 上 の ヘ ル ク レ ス 』 の4作 品 はJohn　 Studley

に よ っ て,『 フ ェ ニ キ ア の 女 た ち 』 『オ ク タ ウ ィ ア 』 の2作 品 はThomas　 Newtonに よ っ て,そ し て 『オ エ

デ ィ プ ス 』 の1作 品 はAlexander　 Nevyleに よ っ て 翻 訳 さ れ て い る 。

sBut　 what　 else　 could　 Jason　 have　 done
,　once　 made　 subject　 to　 another's　 will　 and　 power?　 He　 should

have　 bared　 his　 breast　 unto　 the　 sword‐nay;ah,　 nay,　 mad　 grief,　 say　 not　 so!　 Ifpossible,　 may　 he　 live,　 my

Jason,　 as　 once　 he　 was;(Loeb訳)

10which　 any　 hour　 brings　 low　 from　 high　 estate .(Loeb訳)

110h
,　whither　 do　 ye　 drag　 me?What　 exile　 does　 the　 tyrant　 or　 his　 queen　 ordain,(Loeb訳)
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原 文 は 『オ ク タ ウ ィア 』 で あ る。 主 人公 オ ク タ ウ ィア が兵 士 に 引 き ず られ て登 場 し,彼 女 が

"tyrannus"(皇 帝 ネ ロ)と 彼 の後妻 とな るポ ッパ エ アに 自 らが どこへ追 放 され るのか と最後 の

嘆 き を語 る場 面 で あ る。"regina"(=queen)は ポ ッパエ アで あ るが,翻 訳 書 ではFortuneに 変

更 され て い る。 ここで は人 を転 落 させ る時 に 見せ る渋 面 のFortuneの 寓 意 が形 成 され て い る こ

とに な る。

　 この よ うにチ ュー ダー朝 期 の翻 訳書Newton's　 Senecaに は 原 典 に ないFortune描 写 も多 々

見 られ る。 本 稿 の 目的 は,Fortune描 写 の 比較 を とお して,　Latin　 Fortuneが エ リザベ ス1世

時 代 に どの よ うに理 解 され て いた か を明確 にす る こ とに あ る。

2.　 Fortuneの 実 体

　 『オ ク タ ウィア』 の な かで,ネ ロが 「余 の 運命 はす べ て の もの を授 けて くれ る」 と語 る と,

セ ネ カ は,rFortuneは 気 紛れ な女神 」 なの で,・ 「寛大 な運命 を信 じる際 は用 心す るよ うに」 と

諭 して い る。

(4)Nero　 Fortuna　 nostra　 cuncta　 permittit　 mihi.

　 Seneca:Crede　 obse(1uenti　 parcius;levis　 est　 dea.　 (Octa　 via,4151・52)12

　 Ne.　 Our　 power　 permitter　 us　 all　 without　 denay.

　 Se.　 Geve　 slender　 trust　 to　 Fortunes　 flattring　 face

　 She　 topsie　 turvy　 turnes　 her　 wheele　 apace.　 (II.166)

原 典 に お いてFortuneに"dea"(=goddess)と い う語 彙 が用 い られ てい る。この語 彙 はオ ウィデ

ィ ウス(43B.C.m.D.17),ユ ウ.エナ リス(c.60-c.128),ク ラ ウデ ィア ヌ ス(c.370-c.404),

聖 ア ウグ ステ ィヌ ス(354-430)の.作 品13に も 頻 出 し,Fortuneを 「女神 」 とみ なす の はLatin

Fortuneの 特 徴 で あ る。ところが.,翻 訳 書 にはgoddessと い う語彙 は用 い られ て い ない。Fortune

の 気 紛 れ さは 車輪 の 寓意 で代 用 され て い る。(運命 の車輪 の描 写 は この翻 訳 書 の特徴 の～ っ で あ

る。4節 で詳 述 しよ う。)

　 翻 訳 書 ではFortuneを 「女 神 」 と してい な いが,　 Fortuneに"dame"と い う語 彙 が冠 せ られ

た描 写 が 目に付 く。

(5)Quis　 influentis　 Bona　 fortunae　 abnuit?　 (Thyestes,536)14

　 Who　 would　 dame　 fortunes　 gifts　refuse,　 if　shee　 him　 rayse　 to　reigne?(1.73)

(6)x

i2　Nero:My　 fortune　 doth　 allow　 all　things　 to　me.

　 Seneca:Indulgent　 fbrtune　 trust　 Inore　 cautiously;she　 is　a　fickle　 goddess.(Loeb訳)

130vid
,　Trisha,　 Vviii.8;Ovid,　 Ex　 Ponto,　 II.iii.56,　 IV.iii.31;Ovid,　 Fasti,　 VI.573,　 VI.784;Juvenal,

Sa　 tura,　 XIV.3'16,　 X.366;Claudian,・Panegylプus,　 XXVIII.3;St.　 Augustine,刀 θCivitate刀 θノContra

Paganos,　 IV.xviii,　 VII.iii.

14Who　 puts　 aside　 inflowing　 fbrtune's　 gifts?(Loeb訳)
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　　 Let　 me　 some　 speach　 to　thee　 direct,　 dame　 Fortune　 how　 hags　 this

　　 That　 here　 my　 daughter　 so　unlike　 to　wretched　 father　 is?　 (Thebais,1.104)

(7)unum　 hoc　 habet　 fortuna　 quo　 possim　 capi,

　　 invictus　 aliis;　 　(」劭oenissae,308啣09)15

　　 Dame　 Fortune　 bath　 none　 other　 bayte　 to　bring　 me　 to　her　 lure

　　　Then　 this　 alone:till　 now　 I　sti11　unvanquisht　 did　 endure.　 (TheムCIS,1.114>

(8)Res　 humanas　 ordine　 Hullo

　　　Fortuna　 regit　 sparsitque　 manu

　　　munera　 caeca,　 peiora　 fbvells;　 (1五〃o加 〃5,978・80)16

　　　Dame　 Fortune　 topsieturvy　 turves　 at　wil

　　　The　 world,　 and　 deales　 her　 dole　 with　 blinded　 hand,

　　　And　 fosters　 vice　 mayntayning　 mischief　 ill.　 (1.171)

(9)Fortuna　 fortes　 metuit,　 ignavos　 permit.　 (Medea,159)1

　　　The　 valiaunt　 heart　 dame　 Fortune　 yet　 durst　 never　 harme　 with　 wrong,

　　　But　 dreading　 dastards　 downe　 she　 drives.　 (II.62)

OEDの 定 義 第6項 に よ る と,上 記 の よ うな"dame"は 廃 語 で,擬 人化 され た女 性 に付 け られ

た 尊称 で あ る。Fortuneは 貴 婦人 の よ うな存 在 で あ るが,　Chance(機 運 の 女神 〉 との潅動 の 共

通 性 か ら,双 方 が混 同 され る場 合 が ある。

(10)x

　　　　Chaunce　 beareth　 rule　 in　every　 place　 and　 turneth　 mans　 estate　 at　will.

　　　　 She　 geves　 the　 wronge　 the　 upper　 hand,　 the　 better　 part　 she　 loth　 oppresse,

　　　　 She　 makes　 the　 highest　 low　 to　stand,　 her　 Kingdome-all　 is　orderlesse.　 (Troas,　 II.41}

(8)に 示 され るよ うに,Fortuneは 「思 い の まま に」世 の中 を回 して 混乱 させ,盲 目の手 で贈 り

物 を分 け与 え,悪 人 どもを可愛 が る。『トロイ ア の女 た ち』の なか でChanceも あ ら ゆる場所 を

統 治 し,「 思 い の ままに」 人 の地位 を回 し,邪 な者 を優位 に して善 人 を虐 げて い る。Chanceも

身 分 の高 い者 を低 くす るの で,Fortuneと 同 じよ うな所 業 を してい るこ とに な る'。　Fortuneと

Chanceの 混 同 が あ る とす れ ば,活 動 範 囲 を示 す 語 彙"Kingdome"か ら,　Fortuneが 女 王

(queen)と み な され る こ とに もな るだ ろ う。

　　で は,自 らの 王 国"Kingdome"で 「無秩 序」 に活 動 してい るFortuneの 役 目は何 か。

15This　 is　the　 one　 means　 by　 which　 fortune　 can　 take　 me　 captive
,_invincible　 in　 a-11　else;(Loeb訳)

is　Fate　 without　 order　 rules　 the　 affairs　 of　men
,　scatters　 her　 gifts　 with　 unseeing　 hand,　 fostering　 the

worse;(Loeb訳)

17Fortune　 fears　 the　 brave,　 the　 cowardly　 overwhelms.(Loeb訳)
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(11)Fata　 si　licet　mihi

　　　 fingere　 arbitrio　 meo,

　　　 temperem　 zephyro　 levi

　　　 vela,　 ne　pressae　 gravi

　　　　spiritu　 antennae　 tremant.

　　　　lenis　 et　modice　 fluens

　　　　aura　 nec　 vergens　 Iatus

　　　　ducat　 intrepidam　 ratem>

　　　　tuta　 me　 media　 vehat

　　　　vita　 decurrens　 via.　 (Oedipus,882-91)iS

　　　　Fortune　 the　 guide　 ofhumaine　 lyfe　 doth　 al　things　 chaunge　 at　will.

　　　　And　 stirring　 stil,　with　 restles　 thoughts　 our　 wretched　 minds　 doth　 fill.

　　　　In　vayn　 men　 strive　 their　 stars　 to　kepe　 when　 hideous　 tempests　 rise

　　　　And　 blustering　 windes　 of　daungers　 deepe　 sets　 death　 before　 their　 eyes.

　　　　Who　 saith　 he　 doth　 her　 fauning　 feele?and　 chaungeth　 not　 his　minde,

　　　　When　 fickle　 fight　 of　Fortunes　 wheele　 doth　 turne　 by　course　 of　kinde.(1.222)

(11)は 『オ エデ ィプ ス』 の コー ラス の一節 であ る。 翻訳者Nevyleは 原 典 に あ る航 海 の 比喩 を

取 り入れ て い るが,彼 の 関 心事 は 「思 い のま ま に」あ らゆ る事象 を変化 させ るFortuneの 存 在

で あ る。Nevyleに よ る と,彼 女 は 「人生 の案 内 人」(the　 guide　 of　humaine　 lyfe)で あ る。 こ

れ こそ がFortuneに 対 す るチ ュー ダー朝 期 の見 方 と言 え る。

3.Fortuneの 性 格

　　翻 訳 書 の なか でSenecan　 Fortuneの 性 格 を考 察す る。彼 女 に は どの よ うな特徴 が見 られ るか。

性 格 を表 す形 容詞 を分析 しよ う。

■

原典の原語 訳語
巳

　iniqu　 a(Hercules　 Furens,325)
=unfair injurious(1.19)

invida(Hercules　 Furens,524)
　　 　　 o
=envious *hating(1 .25)

caeca(Phoenissae,632) =blind 1)1yll　d(Th　 ebals,1ユ33)

caeca(Hippolyt　 us,980) =blind blinded(1.171)

velox(Hippolytus,1140 =quick flitting{1.178)

X fickle(1.178)

is　Were　 it　mine　 to　shape　 fate　 at　my　 will,　 I　would　 trim　 my　 sails　 to　gentle　 winds,　 lest　 my　 yards　 tremble,

bent'neath　 a　heavy　 blast.　 May　 soft　 breezes,　 gently　 blowing,　 unvarying,　 carry　 my　 untroubled　 barque

along;may　 life　bear　 me　 on　 safely,　 running　 in　middle　 course.(Loeb訳)
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saeva(Oedipus,786) =fierce vyle(1.218)

X flatte　rin　g(Troas,　 II.9)

rapida(Medea,219) =hasty rashe(II.65)

levis(Medea,219) =fickle ficle(II.65)

praeceps(Medea,220) =rash pevish(II.65)

X undiscreete(Medea,　 II.65)

X wavering(Medea,　 II.65)

X elvish(Medea,　 II.66)

varia(Medea,287) =changeable *full　 of　chop　 and　 chaunge(II .68)

X ficle(II.68}

X cruell(Medea,　 II.74)

X

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 響

fickle(Agamemnon,　 II.102)

fallax(Agamemnon,57) =deceitful X

X ficle(Agamemnon,　 II.104)

X unstable(Agamemnon,　 II.104)

impotentis(Agamemnon,593) =violent proude(II.124)

potens(Octavia,377) =strong *of　 might　 and　 princely　 power(II .163)

blandita(Octa　 via,378) =flattering glosed(II.163)

levis(Octa　 vla,452) =fickle X

X 且attrin　 g(Octa　 via,　II.166)

saevior(Octa　 via,931) =fierce X

X frowning(Octa　 via,　II.187)

X false(Octa　 via,　 I　I.190)

X prowde(Hercules　 Oetaeus,　 II.218)

X frowning(Hercules　 Oetaeus,　 II.240)

　　"invida"(=envious)が 動 詞 の 現 在 分 詞 形"hating"で,"varia"(=fickle)が 形 容 詞 句"full

of　chop　 and　 chaunge"で,"potens"(=strong)が 前 置 詞 句"of　 might　 and　 princely　 power"で

表 現 さ れ て い る 点 は 別 に し て,原 典 に あ るFortuneの 性 格 を 表 す 形 容 詞 は 翻 訳 書 で も 形 容 詞 で

描 写 さ れ て い る 。

(12)OFortuna　 viris　 invida　 fortibus,(Hercules　 Furens,524)ls

　　　 OFortune　 hating　 men　 of　stoutest　 brest,(1.25)

(13)rapite　 ad　 letum　 quis　 ius　in　nos

　　　 Fortuna　 dedit.　 (Octa　 via,961-62)20

190Fortune
,　jealous　 of　the　 brave,(Loeb訳)
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　　　 Draw　 mee　 to　death　 you　 to　whose　 myghts

　　　 False　 Fortune　 hath　 bequeathed　 mee.(II.190)

(14)nec　 ulli　praestat　 velox

　　　 Fortuna　 fidem.(Hippolytus,1142-43)21

　　　 Nor　 flitting　 Fortune　 with　 her　 fickle　 wheele

　　　 Lets　 any　 Wight　 assuredjoy　 to　feele.　 (1.178)

(15)rapids　 fortuna　 ac　levis

　　　 praecepsque　 regno　 eripuit,　 exilio　 dedit.　 (Medea,219-20)22

　　　 Rashe,　 ficle,　pevish,　 undiscreete,　 and　 wavering　 Fortunes　 wheele,

　　　 且ath　 cast　 me　 out,　 the　 crusshing　 cares　 ofbanishment　 to　feele.(II.65)

(16)et　 miseros　 libera　 mors　 vocet

　　　 portus　 aeterna　 placidus　 quiete.

　　　 nullus　 hunc　 terror　 nec　 impotentis

　　　 procella　 Fortunae　 movet...(Agamemnon,591-94)23

　　　 By　 death,　 a　pleasaunt　 port,　 for　aye　 in　rest　 them　 selves　 to　shroude,

　　　 Where　 dreadfull　 tumultes　 never　 dwell　 nor　 stormes　 of　Fortune　 proude:(II.124)

×印 は対応 す る形 容 詞 が ない こ とを示 す。 翻 訳書 にお い て,3例 の削除 も見 られ るが,新 た に

15例 が 追加 され てい る。 と りわ け(13)の よ うに 「形 容詞+Fortune」 の 表現 でFortuneの 性 格

を表 す 語 が増 え てい る点 は 注 目に値 す る。24(14)に お いて は"feele"と 韻 を踏 ま せ るた めに

"wheele"(運 命 の車輪)の 語 彙 が用 い られ
,新 たな 寓意形 成 が 見 られ る。興 味深 い点 はFortune

の 性 格 を表 す形 容詞 が 車輪 と結 び つ いて 厂気 紛れ さ」 が 強調 され て い る こ とに あ る。(15)に お

いて原 典 はFortuneの 性 格 を表 す形 容 詞 が3っ 並べ られ,彼 女 の 「迅速 さ」 と 「気 紛れ さ」が

強 調 され る。他 方,翻 訳 書で は そ の よ うな形 容詞 が5つ も並 べ られ,車 輪 の寓意 と連 関 させ て,

「迅 速 さJと 「気 紛れ さ」の ほか に 「分別 のな さ」 厂不安 定 さ」 も強 調 され て い る。(16)に お い

て原 典 の"impotentis"(<impotensの 属 格)は 「狂 暴 な」 厂抑 制 され な い」の意 味 で あ る。 と

こ ろが,翻 訳書 で は"shroude"と 韻 を踏 ませ るた め に 「高慢 な」性 格"proude"に 改 め られ て

い る。

　　上記 に示 した25ゐ 形 容 詞 を黒瀬 ・(1980)25の 分 類 に従 うと,次 の よ うに な る。

1　 Mutability,　 Variability, flitting(1.178),　 flattering(II.9),　 wavering(II.65),

20Hurry　 me　 on　 to　 death
,　ye　 to　whose　 power　 fbrtune　 hath　 given　 me.(Loeb訳)

21nor　 does　 swift　 Fortune　 pledge　 loyalty　 to　any .(Loeb訳)

22Swift　 and　 fickle　 is　fortune　 and
,　swooping　 down,　 has　 torn　 me　 from　 royalty　 and　 given　 me　 o'er　 to　exile.

(Loeb訳)

23and　 death　 with　 generous　 hand　 invites　 the　 wretched
,　a　peaceful　 port　 everlasting　 rest.　 Nor　 fear　 nor

storm　 of　raging　 Fortune　 disturbs　 that　 calm,(Loeb訳)

24そ の 他 〃 甜 θヨ
,II.74,　 Agamemnon,　 II。102&II.104,　 Hercules　 Oetaeus,　 II.218を 参 照 。

25Tamotsu　 Kurose
,　Goddess　 Fortune　 in　John　 Lydgate's　 Works(Sanseido,1980),　 pp.64-67.
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Bi-frontalility flattring{II.i66)

2　 Fickleness,　 Inconstancy fickle　 (1.178),　 ficle　 (II.65),　 ficle　 (II.68),　 fickle

(II.102),　 ficle(II.104),　 unstable(II.104)

3　 Blindness,　 Partiality,　 Pride injurious　 (1.19),　 blynd　 (1.133),　 blinded　 (1.171),

proude(II.124),　 prowde(II.21$)

4　 Playfulness

5　 Falsehood,　 Deceptiveness false{II.190),　 glosed(II.163)

6Mercilessness,　 Wickedness vyle(1.218),　 pevish(II.65),　 elvish(II.66)

7　 Cruelty,　 Furiousness,

　　 Violence,　 Ire

cruell(II.74),　 frowning(II.187),　 frowning(II.240)

8　 Envy

9　　Hastiness,　 Impatience rashe(II.65),　 undiscreete(II.65)

形容詞の分析か ら判断すると,次 の ことが言 える。

1)

2)

　m

翻 訳書 で はFortuneの 気 紛 れ な 面 と盲 目で 高慢 な面 が強 調 され て い る。

原 典 の"invida"←envious)が 動 詞 の現 在分 詞形"hating"で 表 現 された た め,「 妬 み 」

の性 格 が見 られ な い。

顔(face)の 寓 意26が 用 い られ,表 情 と結 びつ くFortuneの 「お だて る」 性格 と 「不 機

嫌 な」性 格 が 目立っ 。

4.Fortuneの 活 動

　 翻訳 書 の なか でSenecan　 Fortuneの 活 動 を考察 す る。彼 女 は どの よ うな活 動 を して い るか。

活 動 を表 す動 詞 を分析 しよ う。翻 訳 書 の なかで24の 用 例 を見 出す こ とが で きた。 大 ざっぱ に

分 類す る と,手 を用 いた 行為,顔 を用 いた 行為,そ の他 の3つ に集 約 で き る。

手を用いた行為

報酬 を分け与える (17)How　 ill　rewards　 dost　 thou　 to　good　 devyde(1.25)

施 し物 を分 け与える (18)and　 deales　 her　 dole　 with　 blinded　 hand,(1.171)

持 ち上 げる (19}Who　 would　 dame　 fortunes　 gifts　 refuse,　 if　shee　 him　 rayse　 to

　　　 reigne?(1.73)

滑 りやす い ぐらっ く

席 に着かせ る

(20)On　 slippery　 sliding　 seat　 thou　 placest　 lofty　 thinges(II.10ぎ 广

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ●　　　儚　　　　　　　　　　　　　の　　　■　 　 ,●o,57◎ 「 曾

邪な者を優位にする

　 ,,●,● ●,レ ■「 レ●,陰 曾 「 「 ●レ 曾

(21)She　 geves　 the　 wronge　 the　 upper　 hand,(II.41)

思い のままに物事 を

変化 させる

(22)Fortune　 the　 guide　 of　humaine　 lyfe　 doth　 al　things　 chaunge　 at

　　　 will.(1.222)

26　 伽85
,II.9,0cta　 via,　 II.166&II.187,　 Hercules　 Oeta　 eus,　 I　I.240.
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 殉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G　 "

世 の 中 を 回 す 　 　 　 　 (23)Dame　 Fortune　 topsieturvy　 turves　 at　wil/The　 world,(1.171)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 心　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　"

地 位 を 変 化 さ せ る 　 　 (24)and　 turneth　 mans　 estate　 at　will.(IL41)

車 輪 を 回 し て 昇 ら せ:(25)Whych　 shee　 so　full　 of　chop　 and　 chaunge,　 with　 ficle　 toruing

下 降 さ せ る 　 　 　 　 　 　 　 wheele!Whirls　 up　 and　 downe,(II.68)

車 輪 か ら 投 げ 落 と す 　 (26)and　 wavering　 Fortunes　 wheele,/Hath　 cast　 me　 out,(II.65)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 "　　　　鱒

下 に 追 い や る 　 　 　 　 　 (27)But　 dreading　 dastards　 downe　 she　 drives.(II.62)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ,

高 い 身 分 か ら 転 落 さ　 (28)Which　 ficle　Fortunes　 hand　 in　twinkling　 of　an　 eye,/From　 high

せ る 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 and　 proude　 degre　 drives　 downe　 in　dust　 to　lye.(II.104)

高 貴 な 者 を 低 く す る 　 (29)She　 makes　 the　highest　 low　 to　stand,(II.41)
　　　　　　　　 　　　　　　　 →

車 輪 か ら 振 り 落 と し 　 (30)Ohow　 doth　 Fortune　 tosse　 and　 tomble　 in　her　 wheele!The

転 落 さ せ る 　 　 　 　 　 　 　 staggring　 states　 of　Kynges,(II.104)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 凶

車 輪 を 迅 速 に 回 す 　 　 (31)She　 topsie　 turvy　 turves　 her　 wheele　 apace.(IL　 166)

顔を用いた行為

微 笑 む 　 　 　 　 　 　 　 (32)On　 me　 with　 like　consent　 why　 didst　 thou　 smile,(II,163)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　鱒　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 噂

繕 っ た 表 情 で 欺 く　 　 (33)With　 glosed　 looker　 deluding　 mee　 a　whyle,(II.163)　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 "　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 」

顔 を し か め る　 　 　 　 (34)And　 crossed　 bene　 with　 frauncing　 force　 of　frowning　 Fortunes

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 sting.(1.127)

その他

好 意 を 示 す 　 　 　 　 　 (35>Fortune　 favored　 his　successe　 to　thrive　 no　more　 therin.(II.109)

媚 び る　 　 　 　 　 　 　 (36)Where　 fortune　 fawner:(II.197)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 髄

育 む 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (37)And　 fosters　 vice　 mayntayning　 mischiefe　 ill.(1.171)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　●　　　"　　鱒　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ,

憎 む 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (38)OFortune　 hating　 men　 of　stoutest　 Brest,(1.25)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 内

虐 げ る 　 　 　 　 　 　 　 (39)what　 Fortune　 vyle　 doth　 mee　 appresse　 on　every　 side?(1.218)

　　　　　　　　　　　　　　　 .(40)the　 l)etter　 part　 she　 doth　 oppreβse,(II.41)

　顔 を用 い た行為 よ りも手 を用 いた 行為 が 目立つ。 後者 にお いて は,(17)(18)の よ うに贈 り物

(rewards,　 dole)を 与 え る行 為 もあ るが,車 輪 を回 して 高 貴 な者 を転落 させ る行為 が大半 を 占 め

る。と りわけ"wheele"(運 命 の 車輪)を 用 い た(25)(26)(30)(31)は 注 目に値 す る。とい うの は,

翻 訳 書 の なか に運命 の 車輪 の記 述 は10箇 所27あ る が,(41)の よ うに原 典 の"rotat"(=turn)の

語 彙 か ら車 輪 の寓意 が形 成 された と考 え られ る例 を除い て は,翻 訳者 に よっ て創 出 された もの

だ か らで あ る[(42>参 照]。 この よ うな理 由で,"wheele"の 語 彙 が な くて も,車 輪 の回 転 を暗示

す る動詞(句)が 数多 く用 い られ て い るの か も しれ な いbま た,「 その他 」 に あ る5っ の行為

を順 番 に 考慮 す る と,Fortuneの 一 連 の活 動 が想 像 され るこ とだ ろ う。

(41)ut　 praecipites　 regum　 casus

27　1
.177,1.178,1.222,1.226,II.63,　 II.65,　 rL68,　 II.104,　 II.166,　 II.215_
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　　　 Fortuna　 rotat.　 (Agamemnon,?1-72)28

　　　 0how　 doth　 Fortune　 tosse　 and　 tomble　 in　her　 wheele

　　　 The　 staggring　 states　 of　Kynges,　 that　 readdy　 bee　 to　reele?　 (II.104)

(42)Fortuna　 open　 auferre,　 non　 animum　 potest.‐ 　 (Medea,176)29

　　　 Full　 well　 may　 fortunes　 welting　 wheele　 to　begging　 bring　 my　 state,

　　　 As　 for　my　 worthy　 corage,　 that　 shee　 never　 shall　 abate.　 (II.63)

5,Fortuneの 中 世的 寓意

　　(3)に 見 られ る よ うに,ラ テ ン語 か ら英 語 に翻 訳 され る時,翻 訳者 の語 彙 選択 に よって新 た な

Fortuneの 寓 意 が形 成 され る。　H.R.　 Patch(1927)に よ る と,　Fortuneの 寓 意 は古 典 的 寓意 と

中世 的 寓意 に分 類 され る。翻 訳書 の な かに は阿 るFortuneの 顔 の 寓意,車 輪 の 寓意,自 然 の 猛

威 に喩 え られ る風 と波 の 寓意30な どの古 典 的 寓意 もあ るが,5節 で は興 味深いFortuneの 中 世

的 寓 意 に着 目 しよ う。

「待ち伏せ」の寓意

　 黒瀬(1980)は 『王侯 ρ没 落』に 見 られ るFortuneを 「鉄 の時 代 の運命 の女神 」 と し,彼 女

の様相 を述べ るた めにFortuneの 中 世的 寓意 に着 目
、す る。「待 ち伏 せ」の寓 意"awaiting"31は

そ の重 要 な要 素 の一 つ であ る と考 え,Fortuneの 打 撃 か ら攻 撃へ の寓 意 的変化 を示 す語 彙 と位

置 付 けて い る。32

(43)subito　 latentis　 ecce　 Fortunae　 impetu

　　　 modo　 praepotentem　 cernat　 eversam　 domum

　　　 stirpemque　 Claudi,　 (Octa　 via,36-38)33

　　　 Lo　 see　of　late　 the　 great　 and　 mighty　 stocke,

　　　By　 lurking　 Fortunes　 sodayne　 forced　 knocke,

　　　 Of　Claudius　 quite　 subvert　 and　 cleane　 extinct=　 (II.146)

(43)に お い て翻 訳者Newtonは"lurking"の 語 彙 を用 いてFortuneの 「待 ち伏せ 」の寓 意 を描

写 して い る。 黒瀬(1980)に 従 えば,中 世 的 寓意 と片 づ け て よい と ころだ が,原 典 との 比較 に

よ って新 た な事 実 が判 明 した。 ここは 乳母 が オ ク タ ウィ アに語 る台詞 の 一節 で あ る。Fortune

の 突 然 の急 襲"impetu"(<impetusの 奪 格)に よって ロー マ皇 帝 クラ ウデ ィ ウス1世(41一

28as　 does　 Fortune　 roll　 on　 the　 headlong　 fates　 ofkings
.(Loeb訳)

2g　Fortune　 can　 take　 away　 my　 wealth
,　but　 not　 my　 spirit.一(】Loeb訳)

ao　 Oedipus
,1.192.

310腸0第1項 の 定 義 に よ る と
,廃 語 で あ る が,"Lying　 in　wait;ambush,　 plot"と あ る 。

32Tamotsu　 Kurose
,　Goddess　 Fortune　 in　John　 Lydgate's　 Works,　 p.115.

　　 Nor　 noon　 so　 hih　 in　 his　 estat　 contune

　　 Fre　 fro　 thawaityng&daunger　 of　Fortune.(Fall　 ofprinces,1.62-63)
3310
,'neath　 the　 sudden　 blow　 oflurking　 Fate,　 let　him　 behold,　 o'erthrown,　 the　 house　 and　 stock　 of　Claudius,

(Loeb訳).　 Hippolytus,979に あ るFortunaもFateと 訳 さ れ て い る 。　Loeb訳 のFateは 誤 訳 と 思 わ れ る 。
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54)の 家 系 が崩壊 した こ とを語 って い る。原 典 の"latentis"は"Fortunae"を 修 飾 す る形 容 詞

"latens"の 属 格 も しくは動 詞"lateo"の 現 在 分 詞 で
,1ying　 hid,　hidde11,　 lurkingを 意 味す る。

ここに はFortuneの 厂待 ち伏 せ」 の寓意 が見 られ る。 こ うな る と,　Newtonは こ の部 分 を忠 実

に翻 訳 し,"lurking"の 語 彙 を選 択 してFortuneの 「待 ち伏 せ 」 の寓 意 を継 承 して い るこ とに

な る。 では,厂 待 ち伏 せ 」 の 寓意 は古 典 的 寓意 な の か。Loeb版 を 用 い て ラテ ン文学 にお け る

Fortuneの 寓 意調 査34を 試 みた が,「 待 ち伏 せ」 の寓 意 はほ か には 見 当た らな い。 っ ま り,(43)

は 極 め て稀 な例 で あ る。厂待 ち伏 せ 」は古 典 的寓 意 とみ なす よ りも中世 的寓 意 と考 え る方 が 自然

で あろ う。

「酒樽」の寓意

　 (44)の 原 典 はセ ネ カ が"Amor"(=Love)に つ い てネ ロに諭す 台詞 の一節 で あ る。　Fortuneの

描 写 を用 いて,厂 愛 」 はFortuneの 嬉 しい贈 り物 のな かで安 らぎ と享楽 に よ り育 まれ る と語 っ

て い る。

(44)vis　 magna　 mentis　 blandus　 atque　 animi　 calor

　　　Amor　 est;iuventa　 gignitur,　 luxu　 otio

　　　nutritur　 inter　 laeta　 Fortunae　 bona(Octa　 via,561-63)35

　　　Bland　 love　 the　 myndes　 great　 torment　 sore　 appeares,

　　　And　 buddeth　 first　in　frolicke　 youthful　 yeares.

　　　Who　 while　 we　 drinke　 of　Fortunes　 pleasaunt　 cuppe,

　　　With　 laysie　 pampring　 ryot,　 is　nestled　 up:(II.172)

"inter　 laeta　 Fortunae　 bona"の 語 句 は翻 訳書 で"while　 we　 drinke　 of　Fortunes　 pleasaunt

cuppe"に 変 更 され て い る。"up"と 韻 を踏 ませ るため に翻 訳者Newtonは"cuppe"と い う語

彙 を選 択 して い る こ とに な るが,"cuppe"か ら酒 を飲 む とい う表 現 はFortuneの 酒 樽 の寓意 を

連 想 させ る。Patch(1927)に よ る と,Fortuneが 取 り扱 う酒樽 の寓意 は13世 紀 の 『薔 薇物 語 』

に端 を発 した もの で あ る。36そ の写本 の彩飾 画 に数 点37見 られ る ほか,リ ドゲイ トの 『理 性 と

官能 』38や『トロイ の書』39で も用 い られ て い る。(44)の 用 例 は酒 樽 の 寓意 が16世 紀 までFortune

34筆 者 が 調 査 し た 作 家 ・作 品 は 以 下 の と お り で あ る 。:Ammianus　 Marcellinus;Apuleius,　 The　 Golden　 Ass

(Metamorphoses);Claudian;Ennius,　 Annals;Horace,　 Satires,　 Epistles,　 Ars　 Poetica;Juvenal,　 Satura;

Lucan,　 The　 Civil　 War;Minucius,　 Octa　 vius;Ovid,　 Trisha　 and　 Ex　 Pon　 to;Ovid,　 Metamorphoses;Ovid,

The/4rt　 of　Love　 and　 Other　 Poems;Ovid,.ぬ5撚Pacuvius;Plautus;Pliny,　 Natural　 History　 Sallust;

Seneca,　 Moral　 Essays;Seneca,　 Epistulae　 Morales;Silius　 Italicus;Tibullus;Terence;St・Augustine,

The　 City　 of　God,　 Statius;Virgil,　 Aeneid.

35This"Love"is　 a　mighty　 force　 of　mind
,　a　fond　 heat　 of　the　 soul'tis　 born　 of　youth,'tis　 nursed　 by　 luxury

and　 ease　 midst　 the　 glad　 gifts　 of　Fortune;(Loeb訳)

as　 H .R.　Patch,　 The　 Goddess　 Fortuna　 in　Mediaeval　 Litera　 ture,　 pp.52-53.

37New　 Ybrk
,　The　 Pierpont　 Morgan　 Library　 Ms.948,　 fblio　 69v・;Paris,　 Bibliothさque　 Nationale　 Ms.

Fr.12595,　 fblio　 52　 and　 Ms.　 Fr.380,　 folio　 46・ ・.黒 瀬 保 『中 世 ヨ ー ロ ッ パ 写 本 に お け る 運 命 の 女 神 図 像 集 』

(三 省 堂,1977),plate　 28及 び 轟 義 昭.『 中 世 ヨ ー ロ ッ パ 写 本 に お け る 運 命 の 女 神 図 像 集:'補 遺 』(成 美 堂,

2000),Fig.68&69を 参 照 。

38Lydga　 te's　 Reson　 and　 Sensuallyte　 ed .　E.　 S　ieper(1901;rp　 t.1965,　 EETS,　 E.S.84),47-100.
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の中世的寓意の一っ として定着 していたことの表れ と言 える。

「擬似餌」の寓意

　オイディプス王の娘アンテ ィゴネはポ リュネイケス とエテオ クレスの横暴を阻止す るように

父親に訴える。(45)は それ に対 してオイディプスが娘に語る台詞の一節である。

(45)unum　 hoc　 habet　 fortuna　 quo　 possim　 capi,

　　　invictus　 aliis;　 (Phoenissae,308-09)4Q

　　　Dame　 Fortune　 hath　 none　 other　 bayte　 to　bryng　 me　 to　her　 lure

　　　Then　 this　 alone　 till　now　 I　still　unvanquisht　 did　 endure.　 (Thebals,1.114)

"possim"はpono(=can)の 接 続 法現在
,"capi"はcapio(=take　 captive)の 不 定法 所相 現在 で

あ る。 こ こで オ イ デ ィ プ ス は"fortuna"が 自 らを 捕 虜 に で き る 唯 一 の 手 段 に つ い て 語 る。

Fortuneの 「捕 虜 」 と言 えば,鎖 の寓 意 が連想 され,『 哲 学の慰 め』 写本 の彩飾 画41や セ ネ カ の

他 の作 品42に も見 られ,Fortuneの 古 典 的寓意 の 一つ で あ る。 だが,翻 訳書 で は 「1の 寓意

で は ない。Fortuneは 釣 り師 に喩 え られ,擬 似 餌(lure)を 用 い て人 を 將び き寄 せ る よ一うな表

現 に変 更 され てい る。"endure"と 韻 を踏 ませ るた め にNewtonは"lure"と い う語彙 を選択 し

て い る こ とに な る。 「擬似 餌 」 の寓 意 は 『王侯 の没 落』 の なか で も見 られ,43黒 瀬(1980)は

Fortuneの 新 しい武器 の一 つ とみ なす。44(45)は 翻 訳者 の語彙 の選択 に よって古 典 的 寓意 か ら

中世 的 寓意 に変 更 され た例 と言 え る。

「毒針」の寓意

(46)は 王妃イオカステが息子のポ リュネイケスに向かって諭す台詞の一節である。

(46)to　 profugum　 solo

　　　patrio　 penates　 regis　 externi　 tegunt,

　　　to　maria　 tot　diversa,　 tot　casus　 vagum

　　　egere.　 (」劭oenissae,502・05)45

　　　Thou　 hast　 from　 native　 Soyle　 bene　 chasde　 to　Coaste　 of　forraigne　 King,

39Lydgate's　 Troy　 Book
,　ed.　 Henry:一:一 　 (EETS,　 E.S.103),　 II.55-.56.

40This　 is　the　 one　 means　 by　 which　 fbrtune　 can　 take　 me　 captive
,　invincible　 in　 all　else;(Loeb訳)

41Viena
,　Osterreichische　 Nationalbibliothek　 Ms.2595,　 fblio　 20.轟(2000),　 Fig.36を 参 照、。

420mnes　 cum　 fortuna　 coptllati

　　 sumus.　 Aliorum　 aurea　 catena　 est　 et　laxa　 aliorum

　　 arta　 et　sordida;(Seneca,　 On聾8刀gα 泌4アo/2協 刀4　 X.3)

=all　 of　us　 are　 chained　 to　Fortune .　 Same　 are　 bound　 by　 a　loose　 chain　 and　 gold　 chain,　 others　 by　 a　tight

chain　 of　baser　 metal;(Loeb訳)

そ の 他,Senecarlb　 Marcia　 on　 Consolation,　 X.6の 動 詞"vonciet"(ニbind,　 fetter)を 参 照 。

43Cf .　Fall　 ofPrinces,1.2166,　 III.343,　 IV.3449.

44　 Kurose
,　Goddess　 Fortune　 in　 John-Eydga　 te's　 Worlrs,　 p　p.114-115.

45Thee
,　an　 outcast　 from　 thy　 native　 soil,　the　 gods　 of　a　foreign　 king　 protect;thee　 many　 seas　 far　 distant,

many　 fates　 have　 driven　 wandering.(Loeb訳)
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And　 crossedbene　 with　 frouncing　 force　 of　frowning　 Fortunes　 sting.　 (Thebais,1.127)

原 典 で王 妃 は様 々 な海 の うね り"maria"と 多 くの不 運"casus"が 故 国 か ら追 放 され た 息 子 を

放浪 へ と至 ら しめた と語 る。 だ が,翻 訳書 で は ポ リュネ イ ケ スの追 放 を漠 然 とした不 運 のせ い

に してい ない。 渋 面 のFortuneの 毒 針"St111g'"の 力 に よる と変更 され てい る。"King"と 韻 を

踏 ませ るた めにNewtonは"Fortunes　 sting"と い う語 彙 を選 択 して い る こ とにな る。 「毒針 」

の寓 意 と言 えば,チ ョーサ ー の 『公 爵夫 人 の書』 の な かでFortuneを 蠍 に喩 え る記述46や リ ド

ゲイ トの 『トロイ の書 』 の記 述47を 連想 させ る。 「毒針 」 の寓 意 を形成 す るにあ た り,翻 訳 者 は

Fortuneの 中 世的 寓意 を認識 して いた に違 い ない。

さい ごに

　翻 訳者Alexander　 Nevyleが 『オ エデ ィプ ス』 の序 文 での べた 言葉 は 注 目に値 す る。

from　 his　Author　 in　word　 and　 verse　 somewhat　 transformed,　 though　 in　Sense　 litle　altered

and　 yet　 oftentimes　 rudely　 encreased　 with　 mine　 owne　 simple　 invention　 more　 rashly(I

confesse)than　 wisely,　 wishing　 to　please　 a11=　 (1.190)

こ こでNevyleは セ ネ カの 悲劇 を 忠実 に翻 訳 した の では な く,"invention"(創 造)に よっ て内

容 を膨 らませ た,と 翻 訳 に対 す る 自 らの考 え方 を告 白 して い る。Nevyleの 告 白は,そ れ ぞれ の

作 品 の扉 を参 照す れ ば,他 の翻 訳者 に も当て は ま る。48翻 訳 書Newton's　 Senecaに は この よ う

な創 造が あ るか らこそFortuneの 描 写 に も興 味深 い事 実 が浮 かび 上 が って きた。今 回 の比較 研

究 によ って,Fortuneに"dame"と い う語 彙 が冠 され,Fortuneの 性 格 を表 す形 容詞 が増 や され,

運 命 の車 輪 の描 写 が多用 され る な ど,翻 訳 書 は原 典 よ りもFortuneの 描 写 が際 立 って い る こ と

が分 か った。 また,韻 を踏 ませ るた めにFortuneの 中 世 的 寓意 が形 成 され て い るこ とも分 か っ

た。この こ とか らチ ュー ダー朝 期 にお い てFortuneの 存 在 が強 く意 識 され て いた ことは間違 い

な い。 と りわ けNevyleが 原 典 に は見 られ な いFortuneの 描 写 を追 加 して,彼 女 を 「人 生 の案

内人 」 と した 点は 注 目に値 す る。 さ らに,Heywoodが 原 典 にな いChanceの 描 写 を追加 して,

FortuneとChanceを 混 同 させ た 点 も興 味深 い。 セ ネカ のLatin　 Fortuneは,一 部 は修辞 的 技

巧 に よっ て,一 部 は チ ュー ダー朝 期 の色 に染 め られ て,生 まれ 変 った か の よ うに変貌 して い る。
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